
（様式第１表面）

指定給水装置工事事業者指定申請書

（宛先）富山市上下水道事業管理者

○○年○○月○○日

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ

申請者 氏名又は名称 ○○○○株式会社
まるまるまるまる

〒 ○○○－○○○○

住 所 ○○市○○町○丁目○番○号

代表者氏名 富山太郎

電 話 ○○○－○○○－○○○○

水道法第 16 条の 2 第 1 項の規定による指定給水装置工事事業者の指定を受けたい

ので、同法第 25 条の 2第 1項の規定に基づき次のとおり申請します。

役員（業務を執行する社員、取締役又はこれらに準ずる者）の氏名

フ リ ガ ナ

氏 名

フ リ ガ ナ

氏 名

富 山 太 郎
ト ヤ マ タ ロ ウ

富 山 花 子
ト ヤ マ ハ ナ コ

富 山 一 郎
ト ヤ マ イ チ ロ ウ

立 山 二 郎
タ テ ヤ マ ジ ロ ウ

立 山 三 郎
タ テ ヤ マ サ ブ ロ ウ

事業の範囲 ・給排水設備工事の設計施工

機械器具の名称、性能及び数 別表のとおり

申請書の記入例

申請される日付を記入してください(以下同じ)。

法人の場合は、登記事項証明書等の

記載どおりに記入してください。

代表取締役から監査役までの

役員全員を記入してください

(法人のみ)。



（様式第１裏面）

当該給水区域で給水装置工事の事

業を行う事業所の名称
○○○○株式会社

上記事業所の所在地
○○市○○町○丁目○番○号

電話：０７６-〇〇〇-〇〇〇〇 ＦＡＸ：076-○○○-○○○○

上記事務所で選任されることとなる

給水装置工事主任技術者の氏名
給水装置工事主任技術者免状の交付番号

富 山 太 郎

富 山 一 郎

立 山 二 郎

立 山 三 郎

第×××××××号

第×××××××号

第×××××××号

第×××××××号

当該給水区域で給水装置工事の事

業を行う事業所の名称

上記事業所の所在地

上記事務所で選任されることとなる

給水装置工事主任技術者の氏名
給水装置工事主任技術者免状の交付番号

実際に事業を行っている事業所の名称・所在地・電話番号･FAX 番号を

記入してください(表面の「申請者」と同じでも記入する)。



（別表）

機 械 器 具 調 書

年 月 日現在

（注） 種別の欄には「管の切断用の機械器具」、「管の加工用の機械器具」、

「接合用の機械器具」、「水圧テストポンプ」の別を記入すること。

種 別 名 称 型式、性能 数量 備考

管の切断用の機械

器具

管の加工用の機械

器具

接合用の機械器具

水圧テストポンプ

金切りのこ

パイプカッター

パイプ万力

バリ取り工具

パイプベンダー

やすり

パイプねじ切り器

トーチランプ

パイプレンチ

スパナ

テストポンプ

固定式鋸弦

ＰＢ－８０ーＣＶ

（１３～１５０㍉用）

１/２～１ １/４インチ

中目、細目

Ｎ－１００Ａ

ガスボンベ式

13～１００㍉

～３３㍉ ～５０㍉

T-50K-P

（手動式）

２

１

１

１

２

各１

２

２

２

各１

１

種別毎に詳しく記入してください。



（様式第２）

誓 約 書

指 定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 申 請 者 及 びその役 員 は、

水道法第 25 条の 3 第 1 項第 3 号イからヘまでのいずれ

に も 該 当 し な い 者 で あ る こ と を 誓 約 し ま す 。

年 月 日

申請者

氏名又は名称 ○○○○株式会社

住所 ○○市○○町○丁目○番○号

代表者氏名 富山太郎

（宛先）富山市上下水道事業管理者



指定給水装置工事事業者指定市町村調書

＊富山県内で指定給水装置工事事業者の指定を受けている市町村を記入すること。

市 町 村 名 指定有効期限 指 定 番 号

○○市 ○○年○○月○○日 第○○○号

最新の指定証の指定有効期限を

記入してください。



指定給水装置工事事業者 指定更新時確認作業 記入様式

事業を行う事業所の名称 ○○○○株式会社

〒 ○○○－○○○○

上記事業所の所在地 ○○市○○町○丁目○番○号

氏 名 富山太郎

電 話 ○○○－○○○－○○○○

携帯電話 ○○○－○○○－○○○○

ＦＡＸ ○○○－○○○－○○○○

ｅ-mail ○○○＠△△.ｊｐ

① 富山市上下水道局が実施している指定給水装置工事事業者講習会の受講実績（過去 5年）

② 指定給水装置工事事業者の業務内容

受講実績（未受講の場合、その理由を記入してください） （公表： 可 ・ 不可 ）

令和 2 年度 受講 ・ 未受講 （理由： ）

令和 3 年度 受講 ・ 未受講 （理由： 給水装置工事の事業を休止したため。 ）

令和 4 年度 受講 ・ 未受講 （理由： ）

令和 5 年度 受講 ・ 未受講 （理由： ）

令和 6 年度 受講 ・ 未受講 （理由： ）

営業時間・休業日 （公表： 可 ・ 不可 ）

営業時間： 8時～17時 休業日： 日曜日、祝日、第 2,3 土曜日、盆、年末年始

漏水等修繕対応（該当するものすべてに○をつけてください。） （公表： 可 ・ 不可 ）

屋内給水装置の修繕 ・ 埋設部の修繕 ・ その他（ ）

・ 対応していない

対応工事種別（該当するものすべてに○をつけてください。） （公表： 可 ・ 不可 ）

配水管からの分岐～水道メーター （ 新設 ・ 改造 ）

水道メーター ～宅内給水装置 （ 新設 ・ 改造 ）

富山市給水施設修繕工事事業者の登録

有（登録番号 99 ）・無

注意事項

この様式は、水道法施行規則第 36 条の事業の運営の基準に従い、適正に給水装置工事の事業を運営

していることを確認するために作成したものです。

この様式で確認した内容の一部は、公表「可」を選択された場合に限り、富山市ホームページの「指定給

水装置工事事業者一覧」にて公表します。また、公表「不可」または選択なしの場合は、「指定給水装置工事

事業者一覧」に「非公表」と表示されます。

「富山市給水施設修繕工事登録業者」に登録している方が対象です。

実際に事業を行っている事業所

について記入してください。

令和２年度、３年度は自主学習のため、レポート提出で受講となります。



③ 富山市上下水道局管内の給水装置工事申請実績（過去 5年）

※ファイリング状況（全体と具体の中身の一例）の写真を添付してください。（画面コピー可）

※管理に使用している一覧等の写しを添付してください。（下段の参考様式を利用しても可）

※なお、添付の写真及び一覧等の写しは、公表対象外です。

参考様式：給水装置申請一覧

※行数が足りない場合は、必要に応じてコピー等してください。

過去 5年の申請件数 （公表： 可 ・ 不可 ）

令和 2年度（－ 件） 令和 3 年度（ 13件） 令和 4 年度（ 15 件）

令和 5年度（ 13件） 令和 6年度（ 9 件） （合計 50件）

工事関係書類の保管方法（水道法施行規則第36条第 6 号関係）

例：年度ごとにファイリングし、台帳一覧にて書類を管理

例：顧客ごとにファイリングし、顧客一覧にて書類を管理

例：電子データで管理し、各種一覧を検索にて出力

No． 申請日 お客様番号 申請者名 竣工日

1 R3.7.10 12345678 立山 次郎 R3.12.11

アパート等の連合線の場合は、申請件数（部屋数）を全て記入

してください。（Φ40の連合線でΦ20×10部屋→10件）

パソコンで管理している場合は、

画面コピーなどを提出してください。

「給水装置申請一覧」を自社の様式で作成している場合は

そちらを提出してください。



④ 給水装置工事主任技術者等の研修受講実績（過去 5 年以内） （公表： 可 ・ 不可 ）

水道法施行規則 第36 条

法第 25 条の 8 に規定する厚生労働省令で定める給水装置工事の事業の運営に関する基準は、

次の各号に掲げるものとする。（以下抜粋）

4 給水装置工事主任技術者及びその他の給水装置工事に従事する者の給水装置工事の施行技術の

向上のために、研修の機会を確保するよう努めること。

○主任技術者等の研修受講実績一覧

※外部研修については、受講を証明する書類（受講証等）の写しを添付してください。

※自社内研修については、研修内容を記載し、研修資料を添付してください。

※行数が足りない場合は、必要に応じてコピー等してください。

受講者名（公表対象外） 研修会名、実施団体 受講年月日

富山 太郎 給水工事振興財団 ｅ-ラーニング研修 令和6年 7月 20 日

富山 花子 給水工事振興財団 現地研修 令和6 年 7月 21 日

富山 一郎 自社内研修 ○○に関する業務研修 令和6年 7月 23 日



⑤ 過去 5年以内の給水装置工事に主に従事した適切に作業を行うことができる技能を有する者

の状況 （公表： 可 ・ 不可 ）

水道法施行規則 第36 条

法第25 条の 8 に規定する厚生労働省令で定める給水装置工事の事業の運営に関する基準は、

次の各号に掲げるものとする。（以下抜粋）

2 配水管から分岐して給水管を設ける工事及び給水装置の配水管への取付口から水道メーターまで

の工事を施行する場合において、当該配水管及び他の地下埋設物に変形、破損その他の異常を生

じさせることがないよう適切に作業を行うことができる技能を有する者を従事させ、又はその者に当

該工事に従事する他の者を実施に監督させること。

○配管技能者等（適切に作業を行うことができる技能を有する者）一覧

※保有している資格等を証明する書類（資格証等）の写しを添付してください。

※行数が足りない場合は、必要に応じてコピー等してください。

□ 「配水管からの分岐～水道メーター」の工事を施行しないため不要

技能を有する

者の氏名

（公表対象外）

配水管への分水栓の

取付・せん孔、給水管

の接合、いずれの経験

も有しているか

（○×を記入）

資格等を有しているか（○×を記入）
直近

の

工事

年度
保有している資格等

富山 太郎 ○ ○ 給水装置工事配管技能者 R5

富山 一郎 ○ ○ 一級配管技能士 R6

保有している資格を記入する

（ここで言う資格等とは、現場作業における実務上必要な

資格のことを言う。「別紙 1」参照）

給水装置工事に主に従事した者



適切に作業を行うことができる技能を有する者の保有している

資格等を証明する書類（資格証等）の参考例

別紙 1




